
名古屋文理大学と稲沢市との連携に関する包括協定書 

 

名古屋文理大学（以下「大学」という。)と稲沢市（以下「市」という。)は、

相互の包括的な連携を強化し、地域を中心とした連携活動を円滑に推進するた

め、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条  本協定は、地域における連携活動を推進するため相互に協力し、両者

が有する資源の効果的活用を図るとともに、次代を担う人材の育成を行い、

もって活力のある個性豊かな地域社会の発展に寄与することを目的とする。 

 

（連携事項） 

第２条  大学及び市は、前条の目的を達成するため、以下の事項について相互

に連携して協力と支援を行うものとする。 

（１）地域のまちづくりの推進に関すること。 

（２）地域産業・経済の振興に関すること。 

（３）健康、福祉の増進に関すること。 

（４）情報技術を活用した地域貢献に関すること。 

（５）教育・文化の振興、生涯学習の推進に関すること。 

（６）人材の育成に関すること。 

（７）その他双方が必要と認めたこと。 

 

（連携の推進） 

第３条  大学と市は、前条の連携事項を円滑に推進するため、それぞれ連絡調

整に関する担当部署を定め、必要な連絡調整を行う。 

 

（秘密保持義務） 

第４条  大学と市は、本協定に基づく活動により相手方から知り得た秘密事項

について、本協定の有効期間中及び有効期間終了後を問わず、その一切につ

いて秘密保持義務を負うものとする。ただし、事前に相手方の承諾を得た場

合は、この限りでない。 
 
 
 
 

（有効期限） 

第５条  本協定の有効期間は、締結の日から１年間とする。ただし、本協定の

期間満了１か月前までに、両者のいずれからも改廃の申し出がない場合は、

本協定はさらに１年間延長されるものとし、以後も同様とする。 

 

（その他） 

第６条  本協定に定めのない事項又は本協定について疑義が生じた事項につい

ては、大学と市が協議して別に定めるものとする。 

 

本協定の締結を証するため、本協定書を２通作成し、それぞれ署名捺印のう

え、各１通を保管する。 
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